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Ⅰ．はじめに
　体育授業の中核的教育内容は，技術（注 1）を獲得するこ
とであり，この技能的目標の達成は，運動の好きな子を
育てるという情意的目標の達成にも繋がる（2）。しかし，
子どもはその技術獲得の過程でつまずいてしまうことも
少なくなく，｢できた」という実感を得られないまま授業
が終わってしまう場合さえある。教師は，このようなこ
とがないように，子どものつまずきを把握し，つまずき
に応じた手立てを講じ，子どもたちにできる喜びを味わ
わせることが重要である（15）。
　また，子どものつまずきは，種目によって異なった形
で顕在化する（15）。「オープンスキル」（注 2）の場合は，自
身のつまずきにより意図しない状況が生じても，仲間が
カバーしてくれることもあり，つまずきがつまずきとし
て強く顕在化しない場合もある。しかし，「クローズドスキ
ル」（注 3）のつまずきは，つまずきとして顕在化してくる。
　マット運動は，「クローズドスキル」のひとつで，つま
ずきは，自分自身のものとして状況に左右されず体現さ
れる。「前転」は，藤井ら（4），高橋（18）も指摘するように，
マット運動の基本的な技の 1つである。金子（8）は，「前転」
の技術として，順次接触と伝導の技術が重要であること
とともに，腰角度の増大が位置エネルギーの大きさに繋

がることを指摘している。指導要領（12）においても ｢ 両手
を着き，足を強く蹴って腰を大きく開いて回転し，回転
の勢いを利用してしゃがみ立ちになること。｣と記載さ
れており，「腰を大きく開く」と「勢いのある回転」とい
う言葉で前転の技術的なポイントを示している。しかし，
高校までの体育の授業でマット運動を行ってきたにもか
かわらず，大学生でも正しい前転を行えない者は少なく
なく，開脚前転や伸膝前転などの発展技の習得に支障を
きたしている。すなわち，学齢期にマット運動をある程
度学習したはずの大学生であっても残っている前転のつ
まずきは，義務教育段階の子ども達にもみられるつまず
きであることは予想できる。
　したがって，これまでにも前転を身につけさせるため
の方策が報告されている。例えば，藤井ら（4）は，逆さ感
覚，手支持感覚，回転感覚づくりをベースにしたマット
運動の「技」の指導体系図を示すとともに「集団マット」
による学習法を提案している。
　文部科学省（13）も感覚つくりの運動を単元のはじめに行
い，基本的な技や発展技に必要な感覚を身につけさせた
後，グループを組み，友達と見合い教え合う活動を取り
入れた単元計画を示している。
　高橋（19）らは，①ゆりかご，②腕で支える運動のように
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前転を段階的に指導し，運動局面ごとに一つずつつまず
きを解消していく方法を提案している。
　これらは，現象としてのつまずきそのものを解消しよ
うとしており，前転のつまずき同士の関連性は考慮され
ていない。つまずきは，一つの要因だけで生起するわけ
ではなく，原因としてのつまずきがあると考えられる。
すなわち，それらの関連性を明らかにすることは，どの
つまずきを解消すれば，子どもの技能向上につながるの
かが判断できるようになり，学習を効率的に進めること
ができると考えられる。
　ところで，つまずきを解消するための教授方法のひと
つとして「指導言葉（11）」がある。「指導言葉」は，学習
者に対してそれが適切であれば，短時間で効率よく技術
習得を導くことが可能となる。
　例えば，松下ら（9）は，鉄棒運動の前方支持回転の運動
イメージを表象する「アーウン」という擬音語に有効性
の認められたことを報告している。また，下山（17）は，器
械運動のつまずきを解消するための言葉をいくつか紹介
している。しかし，どの局面でつまずいている子どもに
対する言葉かけであるのかが明確にされていない。さら
に落合ら（16）も，｢ 滑らかに回れない場合 ｣，｢ 手を着い
てしまい起き上がることができない場合 ｣など前転のつ
まずきを現象として捉えてはいるものの，その原因とな
るつまずきの関連性をおさえた指導言葉の提示には至っ
ていない。
　一方，指導言葉が，つまずきに応じて有効に作用する
場合と作用しない場合がある。このことが，指導言葉を
用いた場合の大きな課題である。
　そこで，本研究では，マット運動の基本技である ｢ 前
転 ｣を取り上げ，上手にできない者のつまずきとその関
連性をおさえ，つまずきの全体像を捉えることを第 1の
目的とした。
　そして，上記の結果を受けて，つまずきを解消するた
めの指導言葉を設定するとともに，その有効性を検証す
ることを 2つ目の目的とした。

Ⅱ . 前転のつまずきの措定及びつまずき相互の関連性の
構造化

１．目　的
　前述したように前転のつまずきを明らかにしようとし
た論文や実践は散見されるが，原因としてのつまずきと
の関係性にまでは言及されていない。つまずき相互の関
連性を明らかにすることは，あるひとつの現象としての
つまずきを生じさせている原因としてのつまずきを明ら
かにすることにつながり，その解消へのヒントが得られ，
効率的指導に繋がると考えられる。
　すなわち，現象としてのつまずきは同じでも，原因が
異なることも考えられ，指導言葉の効果に差を生じさせ

ることにもなると考えられる。
　そこでここでは，大学生を対象に，撮影した前転の映
像を基に現象としてのつまずきの措定を行うとともに，
つまずき相互の関連性を明らかにしようとした。

２．方　法
（1）対象
　体育授業以外での器械運動の経験のないM 大学の学生
48 名（男子 7 名，女子 41 名）を対象とした（注 4）。

（2）「つまずき」の措定
　各参加者にできるだけスムーズに前転を行うように指
示し，その際のフォームを側方と正面よりビデオ撮影し
た。その映像を基に，動作分析ソフト <MediaBlend:DKH

社製 >を用いて，前転動作の出来栄えを保健体育を専門
とする大学教員 2 名と体育専修学生 1 名の 3 人が合議の
上評価するとともに，現象としてのつまずきを整理した。
なお，この学生は器械運動が得意で，専科の授業を受講
済みでもあり，理論的にも技能的にも評価者として相応
しいと考えられた。

（3）つまずき相互の関連性の構造化
　まず，前転の現象としてのつまずきを運動経過と身体
部位で整理した。そして，それぞれのつまずきの関連性
を位置エネルギーと回転エネルギーの相互変換という前
転の運動学的見地（2）から考究し，その結果をつまずき相
互のつながりとして矢印で示し可視化した。

３．結果ならびに考察
（1）つまずきの措定
　表 1は，48 名の学生の前転に見られた現象としてのつ
まずきを実験参加者ごとに示したものである。
　例えば，2 番の者は，「膝が曲がる，腰角度が小さい，
回転が小さくなる」の 3 種類のつまずきが認められたが，
9，29，48の学生は，13 種類ものつまずきがみられた。
　すなわち，48 名の現象としてのつまずきは，以下に示
す 23 種類であった。（1）頭頂部で支える，（2）腕で支え
られない，（3）着手位置が近い，（4）手を離すのが早い，（5）
片足で踏み切る，（6）離足時に足がばらばら，（7）（離足
時から）膝が曲がる，（8）足のひきつけが早い，（9）腰
角度が小さい，（10）体がつぶれる，（11）足が交差している，
（12）足が揃わない，（13）足のひきつけが遅い，（14） （腰
が着く時）あごが上がる，（15）回転が小さくなる，（16）（回
転方向が）偏る，（17）起き上がりの時に手が下にいく，（18）
起き上がりがスムーズでない，（19）上体の起き上がりが
遅い，（20）着足位置が遠い，（21）手を着かないと立て
ない，（22）立てずに座る，（23）勢いがつきすぎ手を着く，
の 23 種類である（注 5）。
　23種類のつまずきのなかで最も多く認められたのは，｢腰
角度が小さい ｣｢ 回転が小さくなる ｣で 48 名中それぞれ
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表 1　実験参加者に見られた前転のつまずき
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41 名みられた。次いで ｢ 膝が曲がる ｣が 36 名，｢ 起き上
がりがスムーズでない ｣が 35 名，｢ 体がつぶれる ｣が 34

名であった。

（2）「つまずき」相互の関連性の構造化
　図 1は，（1）でビデオ分析した結果認められた 23 種類
の現象としてのつまずきを，縦軸を身体部位，横軸を運動
経過で整理し，それぞれの関連性を検討したものである。
　すなわち，あるつまずきが，どの局面のどのつまずき
に起因するのかを浮き上がらせようとした。その際，藤
井ら（4），石垣ら（7）の前転の動作得点や運動パターンの先
行研究の知見をもとに，つまずき同士の関係性を前述の 3

名の評価者で検討し，矢印で示すとともに，その矢印に
○数字で番号を付した。
　例えば，⑨の矢印の終点である ｢ 腰角度が小さい ｣の
原因として，始点の ｢ 膝が曲がる ｣が考えられることを
示している。また，⑤の矢印の終点である ｢ 膝が曲がる ｣
の原因として，始点の ｢ 離足時足がばらばら ｣が関係し，
さらに，その原因として，④の始点の ｢ 片足で踏み切る ｣
が関係していると考えられることを示している。

　さらに，「腰角度が小さい」というつまずきは，「回転
が小さくなる」と「体がつぶれる」の二つのつまずきの
原因になり得ることを示している。この「腰角度が小さい」
というつまずきは，石垣ら（7）が指摘する教科体育時の「か
かえこみ固定型」だけの指導の影響と考えられた。
　前転で最も多かったつまずきは ｢ 腰角度が小さい ｣で
あり，その原因の一つに ｢ 膝が曲がる ｣が考えられた。
前述したように，この ｢ 膝が曲がる ｣つまずきを有する
者は，ⅰ）片足で踏み切る→離足時に足がばらばら→膝
が曲がる，ⅱ）（離足時から）膝が曲がる，ⅲ）足のひき
つけが早い→膝が曲がる，の 3つに分類された。

Ⅲ．前転の指導言葉の設定と指導言葉の有効性の検証
１．目　的
　体育授業の限られた時間の中で，特別な準備・片付け
を必要としない，児童のパフォーマンス向上に機能する
「指導言葉」の意義は大きい。しかし，指導言葉は，学習
者に応じてこそ機能するものである。 換言すれば，どの
ようなつまずきに対してどのような指導言葉が有効に機
能するのかについては事例的に検証を重ねる必要がある。

図 1 　前転におけるつまずきの関連図
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　Ⅱ章で明らかにした大学生の実態としての前転のつま
ずきでは，｢ 腰角度が小さい ｣が最も多かった。その原因
として ｢膝が曲がる ｣が認められた。また，｢膝が曲がる ｣
つまずきを有する者は，3つのタイプに分類できた（つまず
きタイプⅠ（以下，タイプⅠ）: 片足で踏み切る→離足時
に足がばらばら→膝が曲がる，つまずきタイプⅡ（以下，
タイプⅡ）:（離足時から）膝が曲がる，つまずきタイプ
Ⅲ（以下，タイプⅢ）: 足のひきつけが早い→膝が曲がる）。
したがって，ここでは，これらのつまずきを解消するた
めの指導言葉を文献的に検討・設定し，これらの指導言
葉が学習者のつまずきを解消するか否かを事例的に検証
しようとした。

２．方　法
（1）前転の指導言葉の設定
 1）対象とした文献
　体育授業改善のために出版されたもので，前転の指導
に関する記述が見られる 9つの文献（3）（10）（11）（13）（14）（16）（17）（19）

（20）を対象に，前転の指導時に用いられている指導言葉を
抽出・整理した。
　これらを参考に，つまずきに応じた指導言葉を検討し，
仮に設定した。
 2）予備，聞き取り調査
　上記 1）で仮に設定された指導言葉のうちどれが簡潔で
イメージしやすいかを，Ⅱ章の実験参加者であった女子
学生の中からランダムに抽出した 5 名を対象に聞き取り

調査し，最終的な指導言葉を決定した。

（2）前転指導時における指導言葉の有効性の検証
 1）対象
　Ⅱ章で実験参加者であった女子学生の中から，本研究
への参加を募り，日程的に協力が可能な 20 名を対象とし
た（前述の聞き取り調査をした 5 名は含まれていない）。
この 20 名の学生の試技を動作分析した結果，Ⅱ章の分析
結果と同様に，「片足で踏み切る→離足時に足がばらばら
→膝が曲がる（タイプⅠ）」をつまずきにもつ者が 8 名，
「（離足時から）膝が曲がる（タイプⅡ）」をつまずきにも
つ者が 7 名，「足のひきつけが早い→膝が曲がる（タイプ
Ⅲ）」をつまずきにもつ者が 5 名となった。
 2）実験方法
　それぞれの実験参加者に，6 試技（言葉かけ前 3 試技，
言葉かけ後 3 試技）の前転を行わせ，動作を側方と正面
よりビデオ撮影した。その際，計測部位を特定しやすく
するため，実験参加者の肩峰突起，大転子，腓骨外果に
目印をつけ，着肩時の肩峰突起と大転子を結んだ線及び，
大転子と腓骨外果を結んだ線がなす角度を腰角度として，
ビデオ分析システム（動作分析ソフト <MediaBlend:DKH

社製 >）を用いて測定した。また，比較する数値は，言葉
かけ前後の 3 試技の平均とした。
　なお，実験の統制を行うため，言葉かけは別室で行い，
実験参加者がいくつもの言葉を聞くことがないように配
慮した。また，実験前に目標像の提示も行わなかった。

表 2　前転指導時の指導言葉
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３．結果ならびに考察
（1）前転の指導言葉の設定
　表 2は，9つの文献から抽出した前転指導時の言葉を運
動局面別に整理したものである。その結果，34 個の指導
言葉を抽出することができた。

　これらを参考に，つまずきに応じた言葉かけを検討し，
それぞれ 3つの指導言葉を，表 3のように仮に設定した。
その後，これらの設定した言葉のうちどれが簡潔でイメー
ジしやすいかを 5 名の学生を対象に聞き取り調査した。
　その結果，具体的な身体の部位が言葉に入っていると
イメージしやすい，オノマトペによりイメージの仕方が
まったく違うという 2つの意見が挙げられた。これらの
意見を反映し，どの言葉がそれぞれのつまずき解消に適
しているのかを考究した。その結果，表 3に示すように，
最終的に◎で示す 3つの指導言葉を選択・設定した。す
なわち，①「両足でパッとけって回ろう」，②「膝をピー
ンと伸ばして回ろう」，③「つま先で大きな円をグーンと
描くように回ろう」の 3つである。
　さらに，設定した 3つの言葉は，どのつまずきを有す
る者に有効に作用するかを明らかにするため，すべての
タイプ（Ⅰ～Ⅲ）を各グループに配置し，表 4～表 6に
示す 3つのグループを設定した。実験参加者の予定変更
により，実験日程との調整がうまくつかず，人数に偏り
が生じてしまったが，各グループにすべてのタイプを配
置することはできたので，実験を継続した。

（2）つまずきのタイプと指導言葉の有効性（適合性）の
検証

①つまずきのタイプと「両足でパッとけって回ろう」に
ついて

　表 7は，試技の前に「両足でパッとけって回ろう」の
言葉をかけた 5 名の腰角度の平均を言葉かけ前後で比較
し，変化を示したものである。
　タイプⅠのつまずきを有する 3 名に言葉をかけた際の腰
角度の変化は，M･Aが 38.3°から 49.7°に，K･Oが 30.8°か
ら 41.0°に，Y･Taが 22.8°から 41.1°にそれぞれ大きくなっ
た。一方，タイプⅢのつまずきを有する S･Kuは，70.2°か
ら 65.2°となり，タイプⅡのつまずきを有する T･Iも 42.8°
から 43.7°で，ほとんど変化はみられなかった。
　そこで，10°以上の増大が認められたタイプⅠのつまず
きを有する 3 名の言葉かけ前後の変化をウィルコクスン
の符号付き順位検定をしたが，有意差を認めるにはいた
らなかった（p=0.109，両側検定）（図 2）。しかし，20°近
い増大が認められた（3）Y・Taは，言葉かけ後に「腕で
支えられる自信がなかったため，足で跳ぶことに恐怖心
があったが，両足でけってみると，大きく回れたような
気がする。」と述べており，両足でしっかりけることで踏
み切りが強くなり，膝関節が伸び，結果として腰角度も

表 3　設定した指導言葉

表 4　「両足でパッとけって回ろう」の言葉をかけたグルー
プのつまずき（タイプⅠ…3 名 , Ⅱ…1 名，Ⅲ…1 名）

表 5　「膝をピーンと伸ばして回ろう」の言葉をかけたグ
ループのつまずき（タイプⅠ…2 名，Ⅱ…4 名，Ⅲ…1 名）

表 6　「つま先で大きな円をグーンと描くように回ろう」
の言葉をかけたグループのつまずき（タイプⅠ…3 名，
Ⅱ…2 名，Ⅲ…3 名）
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大きくなり大きな回転になったと考えられた（写真 1）。

②つまずきのタイプと「膝をピーンと伸ばして回ろう」
について

　表 8は，試技の前に ｢ 膝をピーンと伸ばして回ろう ｣
の言葉をかけた 7 名の腰角度の平均を言葉かけ前後で比
較したものである。

　タイプⅡのつまずきを有する 4 名に言葉をかけた際の
腰角度の変化は，K･Yが 23.3°から 59.2°に，A･Nが 34.6°か
ら 73.0°に，Y･Teが 32.6°から 54.9°に，M・Hが 26.0°か
ら 49.0°にそれぞれ増大した。また，タイプⅢのつまずき
を有する H・Mも，46.3°から 76.3°に増大した。さらに，
タイプⅠの S･Aは 34.8°から 42.4°に，S･Oは 44.0°から
48.1°とほとんど変化はみられなかった。なお，20°以上の
増大が認められたタイプⅡのつまずきを有する 4 名の言
葉かけ前後の変化をウィルコクスンの符号付き順位検定
をすると，有意傾向であることが認められた（p=0.068，
両側検定）（図 2）。

　また，40°近い増大が認められた（2）A・Nは，「言葉
をかけられる前は大きく回るというイメージが全然つか
めなかったが，言葉をかけられた後は，膝を伸ばせてい
る感覚があったし，スムーズに立てた気がする。」と述べ
ており，回転中に膝を意識できていることがわかる。また，
腰角度が増大したことで，回転速度が速くなり，立ち上
がりがスムーズになっていることが実感できている。こ

表 7　｢両足でパッとけって回ろう｣ の言葉かけ前後の腰
　角度の平均

表 8　｢膝をピーンと伸ばして回ろう｣ の言葉かけ前後の
腰角度の平均

写真 1　つまずきタイプⅠの Y・Ta に「両足でパッとけっ
て回ろう」の言葉をかける前（上）後（下）の前転の変化

図 2　タイプと言葉別の腰角度の変化
(a)タイプⅠに「両足でパッとけって回ろう」
(b)タイプⅡに「膝をピーンと伸ばして回ろう」
(c)タイプⅢに「つま先で大きな円をグーンと描くように回ろう」

写真 2　つまずきタイプⅡの A・N に「膝をピーンと伸ば
して回ろう」の言葉をかける前（上）後（下）の前転の変化

表 9　「つま先で大きな円をグーンと描くように回ろう」
の言葉かけ前後の腰角度の平均

写真 3　つまずきタイプⅢの A・T に「つま先で大きな円
をグーンと描くように回ろう」の言葉をかける前（上）
後（下）の前転の変化
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のことは，写真 2のフォームの変化からも観察される。
③つまずきのタイプと「つま先で大きな円をグーンと描

くように回ろう」について
　表 9は，試技の前に「つま先で大きな円をグーンと描
くように回ろう」の言葉をかけた 8 名の腰角度の平均を
言葉かけ前後で比較したものである。
　タイプⅢのつまずきを有する 3 名の言葉がけによる腰
角度の変化は，T･Kが 51.8°から 66.8°に，S･Kaが 48.5°
から 72.8°に，A･Tが 31.0°から 69.4°にそれぞれ増大した。
また，タイプⅠのつまずきを有する 3 名のM･Tは 36.2°
から 40.9°に，Y･Iは 28.6°から 31.4°に，A･Yは 30.9°から
40.3°になりほとんど変化はみられなかった。さらに，タイ
プⅡのつまずきを有する K･Fでは 34.2°から 38.3°に，Y･F

では 28.3°から 26.9°と，いずれもほとんど変化はみられな
かった。上記と同様に，15°以上の増大が認められたタイ
プⅢのつまずきを有する 3 名の腰角度の変化をウィルコ
クスンの符号付き順位検定をしたが，有意差は認められ
なかった（p=0.109，両側検定）（図 2）。
　しかし，40°近い増大が認められた（3）A・Tは，言葉
かけ後に「ただ大きく回りなさいと言われるより，つま
先という 1つのポイントを意識すればよかったので，イ
メージがつきやすく，回転中も意識することができた。」
と述べており，つま先を大きく回すことを意識できたこ
とが，膝関節を伸ばし，結果として腰角度も増大させた
と考えられた（写真 3）。

（3）つまずきのタイプと指導言葉の有効性について
　表 10は，上記のつまずきのタイプと指導言葉の有効性
の関係を，有意差検定の結果やインタビュー等の考察も
含めて総合的に評価した結果を一覧にまとめたものである。
　 「両足でぱっとけって回ろう」の指導言葉は，タイプⅠ
のつまずき「片足で踏み切る→離足時に足がばらばら→
膝が曲がる」を有する者に有効な言葉かけであることの
可能性が認められた。これは，片足で踏み切ったり，踏
切が弱かったりする者が，両足で強く踏み切ることをイ
メージすることによって，両足で踏み切りを強く行える
ようになり，その結果離足時に膝が伸び，結果として腰
角度の増大を導いたと考えられた。しかし，タイプⅡの
つまずき「（離足時から）膝が曲がる」を有する者と，タ
イプⅢのつまずき「足のひきつけが早い→膝が曲がる」

を有する者には有効に作用しなかった。これは，パッと
けることで勢いは出たものの，膝を伸ばすことが意識で
きないためと考えられた。
　二つ目の「膝をピーンと伸ばして回ろう」の指導言葉は，
タイプⅡの「（離足時から）膝が曲がる」を有する対象者
とタイプⅢの「足のひきつけが早い→膝が曲がる」を有
する者に有効な言葉かけであることが認められた。これ
は，膝を伸ばすことを意識したことで起きた腰角度の変
化であると考えられた。
　しかし，タイプⅠの「片足で踏み切る→離足時に足が
ばらばら→膝が曲がる」を有する者には有効に作用しな
かった。これは，膝を意識しようとしても，片足で踏み
切るため，離足時から膝が曲がり，その後伸ばすことが
できなかったためと考えられた。
　三つ目の「つま先で大きな円をグーンと描くように回
ろう」の指導言葉は，タイプⅢの「足のひきつけが早い
→膝が曲がる」を有する者に有効な言葉かけである可能
性が認められた。これは，回転中につま先を大きく回す
ことを意識することで，着肩時には腰を大きく開くこと
ができ，足のひきつけが早くなることを抑制し，腰角度
を増大させたためと考えられた。
　しかし，タイプⅠの「片足で踏み切る→離足時に足が
ばらばら→膝が曲がる」を有する者と，タイプⅡの「（離
足時から）膝が曲がる」を有する者には有効に作用しな
かった。これは，片足で踏み切ったり，離足時から膝が
曲がったりしているため，回転中のどの局面でつま先を
意識するのかが分からなかったため，着肩時に膝を伸ば
すことができず，腰角度が増大しなかったと考えられた。
　生田（5）は，「学習者は記述的表現あるいは科学的表現
からは単に外面的な『形』しか意識できず，そこからは
何のイメージを思い浮かべることもない。」としている。
そのうえで，比喩で表現された「わざ」言語をかけられ
た学習者は，「比喩によって喚起されたイメージを頼りに，
自分の知るべき『形』を身体全体で探っていこうとする。
イメージというものは私たちに可能的な世界を切り開か
せる役割を持つ，いわば可能的知覚と言い換えることが
できるが，記述的表現はこうした発展的な思考を促すイ
メージは作り出しにくい。」としている。前述したように
実験参加者の感想の中にも，「言葉をかけられる前は大き
く回るというイメージが全然つかめなかったが，言葉を
かけられた後は，膝を伸ばせている感覚があった」や「た
だ大きく回りなさいと言われるより，つま先という 1つ
のポイントを意識すればよかったので，イメージがつき
やすく，回転中も意識することができた。」とある。すな
わち，「大きく回りなさい」などの記述的表現よりも，今
回の指導言葉の方が，イメージを喚起しながら自分の身
体と向き合うことで，より良い前転へと改善させること
ができたと考えられる。しかし，つまずきの種類によっ

表 10　つまずきのタイプと指導言葉の有効性の関係
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ては，言葉によって喚起されたイメージと合致しない場
合もあるので留意する必要のあることも改めて示された。

Ⅳ．まとめ
　本研究では，まず大学生 48 名を対象に，前転のつま
ずきを措定するとともに，それらの関連を構造化して示
した。その結果を受けて，膝が曲がるという前転のつま
ずきを解消するための指導言葉を文献的に考究・設定し，
つまずきのタイプと指導言葉の有効性の関係を検討した。 

（1）前転の現象としてのつまずきは，計 23 種類措定され，
｢ 腰角度が小さい ｣｢ 回転が小さくなる ｣がそれぞれ 41

名で最も多く認められ，次いで ｢ 膝が曲がる ｣が 36 名
認められた。また，23 種類の現象としてのつまずきの
関連性をおさえた構造図を試案した。

（2）｢ 膝が曲がる ｣つまずきを有する者は，タイプⅠ : 片
足で踏み切る→離足時に足がばらばら→膝が曲がる，タ
イプⅡ :（離足時から）膝が曲がる，タイプⅢ : 足のひき
つけが早い→膝が曲がる，の 3つの群に細分された。

（3）先行研究の検討や上記つまずきの関連構造の運動学
的検討から，指導言葉 ｢両足でパッとけって回ろう ｣
｢ 膝をピーンと伸ばして回ろう ｣｢つま先で大きな円を
グーンと描くように回ろう ｣の 3つを設定した。

（4）指導言葉 ｢両足でパッとけって回ろう ｣は，上記タ
イプⅠの ｢ 片足で踏み切る→離足時に足がばらばら→
膝が曲がる ｣のつまずきを有するタイプの者に有効な
言葉かけである可能性が示唆された。しかし，この言
葉は上記（2）のタイプⅡとタイプⅢのグループには機
能しなかった。

（5）指導言葉「膝をピーンと伸ばして回ろう」は，タイ
プⅡの ｢（離足時から）膝が曲がる ｣のつまずきを有す
る者に有効に作用することが認められた。また，タイ
プⅢの ｢ 足のひきつけが早い→膝が曲がる ｣のつまず
きを有するタイプの者にも有効である可能性が示され
た。しかし，この言葉はタイプⅠの群には有効ではな
かった。

（6）指導言葉 ｢つま先で大きな円をグーンと描くように
回ろう ｣は，タイプⅢの ｢ 足のひきつけが早い→膝が
曲がる ｣のつまずきを有する者に有効な言葉かけであ
る可能性が示唆された。しかし，タイプⅠとタイプⅡ
のつまずき群には有効に作用しなかった。

　本研究では，マット運動の「前転」におけるつまずき
のタイプと指導言葉の内容との即時的対応関係（言葉を
かけただけでどの程度効果があったか）を代表例につい
て検討した。今回の実験結果が数日間にわたる効果を持
つものなのかを追跡することや今回着目した前転の「腰
角度が小さい」という現象としてのつまずき以外のつま
ずきに対する指導言葉の検討，並びに児童を対象にした
研究は今後の課題としたい。

―  注  ―
 1　後藤によれば，「技術は合目的性と経済性を兼ね備え
た，客観的に存在する運動のパターンで，『客観的なも
の』であるのに対し，技能は『主観的なもの』で，技
術を内面化した程度・熟練の度合いを意味する。した
がって，体育科教育においては，運動技能を高めるこ
とは学習の目標である，運動技術は学習の内容である，
ということができる。」としている（1）。

 2　 ｢オープンスキル ｣とは，球技や柔剣道などの対人
競技のように，「刻々と変化する外的刺激を素早く知覚
して適切な判断を下し処理しなければならない技術の
総称」である（1）。

 3　 ｢クローズドスキル ｣とは，陸上競技や水泳，体操
のように，「身体の位置や動きの知覚において，筋・腱
等にある固有受容器による知覚が重要な役割を果たす
技術の総称」である（1）。

 4　本研究において大学生を対象にしたのは，学齢期に
マット運動をある程度学習したはずの大学生を対象に
することで，解決されにくいつまずきがより見えてく
ると考えたからである。

 5　今回は大学生を対象にしたため，子ども達のつまず
きのすべてを網羅できていないことは，本研究の限界
である。また，指導言葉による反応が異なることも想
定される。さらに，対象とした大学生に男女の人数差
があった点からも，つまずきの全体像を捉えられてい
ない可能性が指摘される。
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